
患者さんの安全を守るための医療者の姿勢

あなたが大切に行動していただくおかげで
大切な患者さんの命が守られています。

京都大学病院が一体となって
一層安全・安心な医療を提供していきましょう。

「炭酸水素ナトリウム誤投与による急変死亡」は、以下に詳細が公表されています。
http://www.kuhp-u.sc.jp/info/pdf/20191119_01.pdf

医療安全マニュアル「MRI検査・CT検査・造影検査・RI検査における諸注意」を随時改訂しています。

当院で発生した医療事故の振り返りで、医療者の姿勢が再発防止策に挙げられています

患者さんの訴えに耳を傾けること

医療者間の適切な連携①

医療者間の適切な連携②

患者さんの訴えが改善しない場合
判断や対応を再度確認してみましょう。

2回チャレンジルール
医療者が気付いたことをお互いに伝えあうことは大
切です。１度目でうまく伝わらなくても、情報を追
加したり、表現を変えたりして伝えてみましょう。

2度伝えても相手の対応がない場合、より
上位の者に伝えましょう。


